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A 大学では，政策医療看護学として，がん医療の専門的
な看護を展開する基礎的能力，特に，先駆的な医療や国内
外のがん看護の動向を鑑みた看護を展開する能力を涵養す
るための教育プログラムを作成し，実施している。そし
て，このための特徴的な教科として，「高度先駆的医療看
護（がん看護）」（30 時間）があり，学生はここでがん看
護の特徴を学習したうえで，「政策医療看護学実習（がん
看護実習 A ／ B）」に臨んでいる。がん看護は，看護学生
にとって，特徴的な治療への看護に加え，特に患者の心
理・社会面の情報を統合した判断が求められる看護領域で
あり，患者を理解し，適切な看護介入への意思決定を学習
することが求められる。また，実習におけるケアの対象
が，がん告知され侵襲的な治療を受けているうえに，実習
施設が先駆的医療施設であり，臨床試験，造血幹細胞移
植，陽子線治療など，研究的・先端的な医療が実施されて
いることから，学生は，履修上，多くの困難を経験してい
る。A 大学におけるこの教育プログラムは実施後 3年が経
過しており，これまでの経験と学生の評価をもとに再考す
る時期にきている。
今回，A 大学における「がん看護」に関する教育プログ
ラムを再考するためには，学生が体験している困難や，目
標達成のために効果的であった事柄などを明らかにしてい
く必要があると考え，本研究を実施した。
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「がん看護」教育は，
$ �� に示すように，「成人看護」の
みにとどまらず，成長発達段階を横断的に視野に入れてい
ること，政策医療看護学としての内容を含む科目であるこ
とが特徴である。がん看護に関する内容は，2～ 3年次の
成人看護学概論，成人看護援助論に含まれている。また多
くの学生が，急性期・回復期・慢性期看護学実習，ターミ
ナルケア実習においてがん患者のケアを経験する。そのう
えで，4年次に「高度先駆的医療看護（がん看護）」として
30時間の講義を受け，その後，助産選択者以外は「政策医
療看護学実習」に臨む。実習は，必修科目である「がん看
護実習 A」2単位と，学生の 65%が選択する「がん看護実
習 B」2単位から成る。「高度先駆的医療看護（がん看護）」
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